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《第 1 曲》 

ズィー  ズィ   ラ  らー

Selig  sind,  die  da  Leid  tragen, 
 [zéːlɪç] [zɪnt] [diː] [daː] [láɪt] [tráːɡԥn] 

 祝福された ～である ～の人は ここに 悲しみを 背負う 

 

  ゾッ れー  ヴィー

denn  sie  sollen  getröstet  werden. 
 [dɛn] [ziː] [zɔ́llԥn] [ɡԥ-trǿːstԥt] [véːrdԥn] 

 なぜなら 彼らは ～はずである  慰められる 

 

祝福されたるは、悲しみを背負うひと。 

なぜなら、彼らは慰められるからです。 

《「マタイによる福音書」第 5 章 4 節》 

 

 れー  ゼー  

Die  mit  Tränen  säen, 
 [dı́ː] [mɪ́t] [trɛ́ːnԥn] [zɛ́ːԥn] 

 ～の人は ～とともに 涙 種を蒔く  

 

 ヴィー  ろ  エ  

werden  mit  Freuden  ernten. 
 [véːrdԥn] [mɪ́t] [frɔ́ʏdԥn] [ɛ́rntԥn] 

 ～だろう ～とともに 喜び 刈り取る 

 

 ギー   ヴァ  

Sie  gehen  hin  und  weinen 
 [zíː] [ɡéːԥn] [hɪ́n] [ʊ́nt] [váɪnԥn] 

 彼らは 出て行く（hingehen） そして 泣く 

 

  らー  イー  ザー  

und  tragen  edlen  Samen, 
 [ʊ́nt] [tráːɡԥn] [éːdlԥn] [záːmԥn] 

 そして 運ぶ 貴重な 種を 
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  コ   ろ

und  kommen  mit  Freuden 
 [ʊ́nt] [kɔ́mmԥn] [mɪ́t] [frɔ́ʏdԥn] 

 そして （帰って）来る ～とともに 喜び 

 

 り  イー  ガ  

und  bringen  ihre  Garben. 
 [ʊ́nt] [brɪ́ŋԥn] [ı́ːrԥ] [ɡárbԥn] 

 そして 持ってくる 彼らの （収穫の）束を 

 

涙とともに種を蒔くひとは、 

喜びとともに刈り入れるでしょう。 

彼らは出て行き、涙し、 

大切な種を負い行き、 

そして、喜びとともに戻り、 

実りの束を携えてくるのです。 

《「詩篇」第 126 章 5-6 節》 
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《第 2 曲》 

  アッ  ラ   

Denn  alles  Fleisch  es  ist  wie  Gras 
 [dɛn] [állԥs] [fláɪʃ] [ɛs] [ɪst] [viː] [ɡraːs] 

なぜなら～から すべての 肉体は それは ～である ～のような 草 

 

  アッ  ヘ   メ

und  alle  Herrlichkeit  des  Menschen 
 [ʊnt] [állԥ] [hɛ́rlɪçkaɪt] [dɛs] [mɛ́nʃԥn] 

 そして すべての 栄光は （定冠） 人の 

 

 らー  ルー  

wie  des  Grases  Blumen. 
 [viː] [dɛs] [ɡráːzԥs] [blúːmԥn] 

 ～のよう （定冠） 草の 花々 

 

 ド

Das  Gras  ist  verdorret 
 [das] [ɡraːs] [ɪst] [vɛr-dɔ́rrԥt] 

 （定冠） 草は ～である 枯れる 

 

 ルー  ア  

und  die  Blume  abgefallen. 
 [ʊnt] [diː] [blúːmԥ] [áp-ɡԥ-fàllԥn] 

 そして （定冠） 花は 離れ落ちる 

 

すべての肉体（をもった人）、それは草のごとく、 

そして、人の栄華はすべて、 

草の花々のごとし。 

草は枯れ、 

花は散る。 

（ペトロの手紙（一） 1:24） 
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  ザ  ドゥ  リー  ｂりー  

So  seid  nun  geduldig,  lieben  Brüder, 
 [zoː] [záɪt] [nuːn] [ɡԥ-dʊ́ldɪç] [líːbԥn] [brýːdԥr] 

 だから ～であれ 今 辛抱強い 愛する 兄弟たちよ 

 

  ア   ツー   

bis  auf  die  Zukunft  des  Herrn. 
 [bɪs] [áʊf] [diː] [tsúː-kʊnft] [dɛs] [hɛrn] 

  ～まで  （定冠） 将来 （定冠） 主の 

 

 ズィー  ア  アッ  ヴァ

Siehe  ein  Ackermann  wartet 
 [zíːԥ] [áɪn] [ákkԥrman] [vártԥt] 

 見よ （不定冠） 農夫は 待つ 

 

 ア  ケ   イー  

auf  die  köstliche  Frucht  der  Erde 
 [áʊf] [diː] [kœ́stlɪçԥ]  [frʊxt] [deːr] [éːrdԥ] 

  （定冠） 高価な 実りを （定冠） 大地の 

 

 ドゥ  りー  

und  ist  geduldig  darüber, 
 [ʊnt] [ɪst] [ɡԥ-dʊ́ldɪç] [darýːbԥr] 

 そして ～である 辛抱強い その間 

 

 ファー  

bis  er  empfahe 
 [bɪs] [eːr] [ɛmp-fáːԥ] 

 ～まで 彼が 受け取る 

 

  モ   アー  

den  Morgenregen  und  Abendregen. 
 [den] [mɔ́rɡԥn-rèːɡԥn] [ʊ́nt] [áːbԥnt-rèːɡԥn] 

 （定冠） 朝の雨 そして 夕べの雨 
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だから今は耐え忍びなさい、愛しい兄弟たちよ、 

主の来たるその時まで。 

ごらんなさい、農夫は待っています、 

大地の尊い実りを。 

そして、その間、耐え忍んでいます、 

朝の雨と夕べの雨を迎えるまで。 

（ヤコブの手紙 5:7） 

 

 アーベ ラ  イー  

Aber  des  Herrn  Wort  bleibet  in  Ewigkeit. 
 [áːbԥr] [dɛs] [hɛrn] [vɔrt] [bláɪbԥt] [ɪ́n] [éːwɪçkaɪt] 

 しかし （定冠） 主の 言葉は 留まる ～に 永遠 

 

しかし主の言葉は永遠に変わることがない。 

（ペトロの手紙（一） 1:25） 

 

  レー  ヴィー  ヴィー  コ

Die  Erlöseten  des  Herrn  werden  wieder  kommen 
 [diː] [ɛr-lǿːzԥtԥn] [dɛs] [hɛrn] [véːrdԥn] [víːdԥr] [kɔ́mmԥn] 

 （定冠） 救われた者たちは （定冠） 主の ～だろう 再び 来る 

 

  ツィー  コ   ヤ

und  gen  Zion  kommen  mit  Jauchzen; 
 [ʊnt] [ɡeːn] [tsíːɔn] [kɔ́mmԥn] [mɪt] [jáʊxtsԥn] 

 そして ～に向かって シオン 来る ～とともに 歓呼 

 

 イー  ろ  イー  イー  ハ  ザ  

ewige  Freude  wird  über  ihrem  Haupte  sein; 
 [éːvɪɡԥ] [frɔ́ʏdԥ] [vɪrt] [ýːbԥr] [íːrԥm] [háʊptԥ] [záɪn] 

 永遠の 喜びが ～だろう ～の上に 彼らの 頭の ～ある 

 

 ろ  ヴォ  ヴィー ら

Freude  und  Wonne  werden  sie  ergreifen 
 [frɔ́ʏdԥ] [ʊnt] [vɔ́nnԥ] [véːrdԥn] [ziː] [ɛr-ɡráɪfԥn] 

 喜び そして 楽しみを ～だろう 彼らは 掴み取る  
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  ゾ  ミッ  

und  Schmerz  und  Seufzen  wird  weg  müssen. 
 [ʊnt] [ʃmɛrts] [ʊnt] [zɔ́ʏftsԥn] [vɪrt] [vɛk] [mʏ́ssԥn] 

 そして 悲しみ そして ため息は ～だろう 離れる 違いない 

 

主に救われた人々は再び戻り、 

シオンへと歓呼の声とともに来るでしょう、 

その頭上に永遠の喜びをいただいて。 

彼らは喜びと歓喜を掴み取り、 

そして悲しみと嘆きは必ずや消え去るでしょう。 

（イザヤ書 35:10）
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《第 3 曲》 

  リー  

Herr,  lehre  doch  mich, 
 [hɛr] [léːrԥ] [dɔx] [mɪç] 

 主よ 教えよ しかし 私に 

  ア エ  ハー  

dass  ein  Ende  mit  mir  haben  muss, 
 [das] [áɪn] [ɛ́ndԥ] [mɪt] [miːr] [háːbԥn] [mʊs] 

 ～ということを （不定冠） 終わりが ～に 私に ある 違いない 

  マ  リー  ア  

und  mein  Leben  ein  Ziel  hat, 
 [ʊnt] [máɪn] [léːbԥn] [áɪn] [tsiːl] [hat] 

 そして 私の 命が （不定冠） 終点を 持つ 

 フォ  

und  ich  davon  muss. 
 [ʊnt] [ɪç] [dafɔ́n] [mʊs] 

 そして 私は そこから ～せねばならない 

 ズィー  

Siehe,   
 [zíːԥ] 

 見よ 

 マ  ター  ア  ら

meine  Tage  sind  einer  Hand  breit  vor  dir, 
 [máɪnԥ] [táːɡԥ] [zɪnt] [áɪnԥr] [hant] [bráɪt] [foːr] [diːr] 

 私の 日は ～である ひとつの 手の 広さ ～前で あなたの 
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  マ  リー  

und  mein  Leben  ist  wie  nichts  vor  dir. 
 [ʊnt] [máɪn] [léːbԥn] [ɪst] [viː] [nɪçts] [foːr] [diːr] 

 そして 私の 命は ～である ～のよう 無 ～前で あなたの 

 アッ  メ  

Ach,  wie  gar  nichts  sind  alle  Menschen, 
 [ax] [viː] [ɡaːr] [nɪçts] [zɪnt] [állԥ] [mɛ́nʃԥn] 

 ああ ～のよう まことに 無 ～である すべての 人々は 

 ズィ  リー  

die  doch  so  sicher  leben. 
 [diː] [dɔx] [zoː] [zɪ́çԥr] [léːbԥn] 

 ～であるもの ～でさえも そんなに 確固として 生きている 

 

主よ、しかし私に知らしめてください、 

私には終わりがあるに違いないこと、 

私の命に限りがあること、 

そして、私がそこから去らねばならないことを。 

ご覧ください、あなたの前では、私の生涯は手の幅ほどのもの（＝束の間）であり、 

そして、あなたの前では、私の命は無に等しいのです。 

ああ、全ての人はまことに空しいものなのです、 

どれほど確かに生きているようであっても。 

（詩篇 39:5-6） 

 

 

Sie gehen daher wie ein Schemen, 

und machen ihnen viel vergebliche Unruhe; 

sie sammeln und wissen nicht, 

wer es kriegen wird. 
  

それゆえ彼らは、影のようにさまよい行き、 

そして無意味なことに騒ぐのです； 

彼らは集め蓄えるけれども、知らないのです、 

それが誰の手に収まるのかを。 

（詩篇 39:7） 
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 れー  

Nun  Herr,  wes  soll  ich  mich  trösten? 
 [nuːn] [hɛr] [vɛs] [zɔl] [ɪç] [mɪç] [trǿːstԥn] 

 今や 主よ 何で ～べき 私は 私を 慰める 

 

 ホッ ア

Ich  hoffe  auf  dich. 
 [ɪç] [hɔ́ffԥ] [áʊf] [dɪç] 

 私は 希望する ～の上に あなた 

 

では主よ、私は何を慰めとすればよいのでしょうか？ 

わたしはあなたを待ち望みます。 

（詩篇 39:8） 

 

 れ  ズィー  ゴッ  

Der  Gerechten  Seelen  sind  in  Gottes  Hand 
 [deːr] [ɡԥ-rɛ́çtԥn] [zéːlԥn] [zɪnt] [ɪn] [ɡɔ́ttԥs] [hant] 

 （定冠） 正しい人たちの 魂は ～にある ～の中に 神の 手 

 

カ  りー  

und  keine  Qual  rühret  sie  an. 
 [ʊnt] [káɪnԥ] [kvaːl] [rýːrԥt] [ziː] [an] 

 そして ～ない 苦悩は  彼らに 

     触れる（anrühren） 

 

正しき者たちの魂は神の手の中にあり、 

そして苦悩がそれに触れることはありません。 

（知恵の書 3:1） 
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《第 4 曲》 

  リー  ダ  ヴォー

Wie  lieblich  sind  deine  Wohnungen, 
 [viː] [líːplɪç] [zɪnt] [dáɪnԥ] [vóːnʊŋԥn] 

 どんなに 愛らしい ～であることか あなたの 住まいは 

  愛おしい 

 

  ツィー

Herr  Zebaoth! 
 [hɛr] [tséːbaɔt] 

 主よ 万軍の 

 

 マ  ズィー  ラ  ズィー  

Meine  Seele  verlanget  und  sehnet  sich 
 [máɪnԥ] [zéːlԥ] [fɛr-láŋԥt] [ʊnt] [zéːnԥt] [zɪç] 

 私の 魂は 切望する そして 思い焦がれる 

 

  フォー  

nach  den  Vorhöfen  des  Herrn; 
 [naːx] [deːn] [fóːr-høːfԥn] [dɛs] [hɛrn] 

 ～へ （定冠） 前庭 （定冠） 主の 

 

 マ  ラ  ズィー ろ  

mein  Leib  und  Seele  freuen  sich 
 [máɪn] [láɪp] [ʊnt] [zéːlԥ] [frɔ́ʏԥn] [zɪç] 

 私の 身体は ～と 魂は 喜びを覚える 

 

ベ

in  dem  lebendigen  Gott. 
 [ɪn] [deːm] [lebɛ́ndɪɡԥn] [ɡɔt] 

 ～の中に （定冠） 生ける 神 
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  ディー ダ  ハ  ヴォー  

Wohl  denen,  die  in  deinem  Hause  wohnen, 
 [voːl] [déːnԥn] [diː] [ɪn] [dáɪnԥm] [háʊzԥ] [vóːnԥn] 

 幸福であれ 者は ～である者 ～に あなたの 家 住む 

 

  ロー  イ  

die  loben  dich  immerdar. 
 [diː] [lóːbԥn] [dɪç] [ɪ́mmԥr-daːr] 

～である者 讃える あなたを 常に 

 

あなたの住まいは何と愛らしいのでしょう、 

万軍の主よ。 

私の魂は切に求め、思い焦がれます、 

主の前庭を。 

私の体と魂は喜びを覚えます、 

生ける神に。 

幸いあれ、あなたの家に住む者、 

あなたを常に讃える者よ。 

（詩編 84:1/2/4） 
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《第 5 曲》 

Ihr habt nun Traurigkeit; 

aber ich will euch wieder sehen 

und euer Herz soll sich freuen, 

und eure Freude soll niemand von euch nehmen. 

 

 

Sehet mich an: 

Ich habe eine kleine Zeit 

Mühe und Arbeit gehabt 

und habe großen Trost funden. 

あなた方は今は悲しんでいます。 

しかし、私はあなた方と再会しましょう。 

そのとき、あなた方の心は喜び、 

その喜びは何ものにも奪われません。 

（ヨハネ福音書 16:22） 

 

私を見なさい、 

私はわずかの間の 

骨折りと労苦で 

大いなる慰めを見出しました。 

（シラ書 51:35） 

  オ  れー

Ich  will  euch  trösten, 
 [ɪç] [vɪl] [ɔ́ʏç] [trǿːstԥn] 

 私は ～する あなた方を 慰める 

  つもりだ   

  ア  ザ  ムッ  れー

wie  einen  seine  Mutter  tröstet. 
 [viː] [áɪnԥn] [záɪnԥ] [mʊ́ttԥr] [trǿːstԥt] 

 ～のように ひとりを 彼の 母親が 慰める  

私はあなた方を慰めるでしょう、 

母がその子を慰めるように。 

（イザヤ書 66:13） 
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《第 6 曲》 

 ハー  カ  ラ   

Denn  wir  haben  hie  keine  bleibende  Statt, 
 [dɛn] [wiːr] [háːbԥn] [hiː] [káɪnԥ] [bláɪbԥndԥ] [ʃtat] 

 なぜなら 我々は 持つ ここに ～ない 永続的な 都を 

 

 ゾン  ツー  ズー  

sondern  die  zukünftige  suchen  wir. 
 [zɔ́ndԥrn] [diː] [zúː-kʏ̀nftiɡԥ] [zúːxԥn] [viːr] 

 そうではなく ～であるものを 将来の 探し求める 我々は 

 

なぜなら、私たちはこの地上に永遠の都（場所）を持っておらず、 

来たるべき都を探し求めているのです。 

（ヘブライ人への手紙 13:14） 

 

 

Siehe, ich sage euch ein Geheimnis: 
ご覧なさい、私はあなた方に神秘を告げます。 

 

ヴィー  アッ ラー  

Wir  werden  nicht  alle  entschlafen, 
 [viːr] [wéːrdԥn] [nɪçt] [állԥ] [ɛnt-ʃláːfԥn] 

 我々は ～だろう ～ない 皆 眠り続ける 

 

ヴィー  アー  アッ  ヴァ  ヴィー  

wir  werden  aber  alle  verwandelt  werden; 
 [viːr] [wéːrdԥn] [áːbԥr] [állԥ] [fɛr-vándԥlt] [wéːrdԥn] 

 我々は ～だろう しかし 皆が 変容させる ～られる 

 

我々は皆、眠りにつくのではありません、 

しかし皆、変えられるのです。 
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und dasselbige plötzlich, in einem Augenblick, 
突然、瞬く間にそうなるのです、 

  ツァ レ  ザ  

zu  der  Zeit  der  letzten  Posaune. 
 [zuː] [deːr] [tsáɪt] [deːr] [lɛ́tstԥn] [pɔzáʊnԥ] 

 ～に （定冠） 時 （定冠） 最後の ラッパ 

 

 ザ  シャッ  

Denn  es  wird  die  Posaune  schallen, 
 [dɛn] [ɛs] [vɪrt] [diː] [pɔzáʊnԥ] [ʃállԥn] 

 なぜなら （仮主） ～だろう （定冠） ラッパが 鳴る 

 

 トー  ヴィー  ア  ウ  

und  die  Toten  werden  auferstehen  unverweslich 
 [ʊnt] [diː] [tóːtԥn] [véːrdԥn] [áʊf-ɛr-ʃtèːԥn] [ʊ́n-fɛr-vèːslɪç] 

 そして （定冠） 死者は ～だろう 復活する 不朽の 

 

 ヴィー ヴァ  ヴィー  

und  wir  werden  verwandelt  werden. 
 [ʊnt] [viːr] [wéːrdԥn] [fɛr-vándԥlt] [wéːrdԥn] 

 そして 我々は ～だろう 変容させる ～られる 

  

最後のラッパのときに。 

ラッパが鳴り響くと、 

死者はよみがえって朽ちぬ者となり、 

我々は変えられます。 

（コリント信徒への手紙 一 15:51,52） 
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Dann wird erfüllet werden das Wort,  

das geschrieben steht: 
そのとき、（次にように）書かれてある言葉が実現するのです。 

 

 

ル   

Der  Tod  ist  verschlungen  in  den  Sieg. 
 [deːr] [toːt] [ɪst] [fɛr-ʃlʊ́ŋԥn] [ɪn] [den] [ziːk] 

 （定冠） 死は ～される 飲み込む ～の中へ （定冠） 勝利 

 

  ダ タ  

Tod,  wo  ist  dein  Stachel? 
 [toːt] [voː] [ɪst] [dáɪn] [ʃtáçԥl] 

 死よ どこに あるか あなたの 棘は  

 

 ヘッ  ダ  

Hölle,  wo  ist  dein  Sieg? 
 [hœ́llԥ] [voː] [ɪst] [dáɪn] [ziːk] 

 地獄よ どこに あるか あなたの 勝利は 

 

「死は呑みこまれてしまう、勝利の中に。 

死よ、どこにあるのだ、おまえの棘は？ 

地獄よ、どこにあるのだ、おまえの勝利は？」 

（コリント信徒への手紙 一 15:54, 55） 

 

 

  ヴィ  

Herr,  du  bist  würdig 
 [hɛr] [duː] [bɪst] [vʏ́rdɪç] 

 主よ あなたは ～である ふさわしい 

 

  ニー ら  イー

zu  nehmen  Preis  und  Ehre  und  Kraft, 
[tsuː] [néːmԥn] [práɪs] [ʊnt] [éːrԥ] [ʊnt] [kraft] 

 ～するのに 受け取る 賞賛を そして 名誉を そして 力を 
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  アッ  ディ  シャッ  

denn  du  hast  alle  Dinge  erschaffen, 
 [dɛn] [duː] [hast] [állԥ] [dɪ́ŋԥ] [ɛr-ʃáffԥn] 

 なぜなら あなたは ～した すべての ものを 創造する 

 

 ダ  ハー ヴィー  

und  durch  deinen  Willen  haben  sie  das  Wesen 
 [ʊnt] [dʊrç] [dáɪnԥn] [vɪ́llԥn] [háːbԥn] [ziː] [das] [véːzԥn] 

 そして ～によって あなたの 意思 持つ それらは （定冠） 存在 

 

 シャッ  

und  sind  geschaffen. 
 [ʊnt] [zɪnt] [ɡԥ-ʃáffԥn] 

 そして ～である 創造された 

 

主よ、あなたこそふさわしい方です、 

賛美と誉れと力を受け取るのに。 

なぜなら、あなたは万物を創り出したのであり、 

それらはあなたの御心によって存在し、 

創られたからです。 

（ヨハネ黙示録 4:11） 
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《第 7 曲》 

 ズィー  トー  

Selig  sind  die  Toten, 
 [séːlɪç] [zɪnt] [diː] [tóːtԥn] 

 祝福された ～である （定冠） 死者は 

 

  ヘ テ  

die  in  dem  Herren  sterben,  von  nun  an. 
 [diː] [ɪn] [dem] [hɛ́rrԥn] [ʃtɛ́rbԥn] [fɔn] [nuːn] [an] 

 （関代） ～において （定冠） 主 死ぬ  今から後 

 

  ガ  

Ja,  der  Geist  spricht, 
 [jaː] [der] [ɡáɪst] [ʃprɪçt] 

 そうだ （定冠） 霊は 言う 

 

  るー  イー  ア  

daß  sie  ruhen  von  ihrer  Arbeit; 
 [das] [ziː] [rúːԥn] [fɔn] [íːrԥr] [árbaɪt] 

 ～であると 彼らは 休む ～から 彼らの 労苦 

 

  イー  ヴェ  フォ  イー  

denn  ihre  Werke  folgen  ihnen  nach. 
 [dɛn] [íːrԥ] [vɛ́rkԥ] [fɔ́lɡԥn] [íːnԥn] [naːx] 

 なぜなら 彼らの 成果は  彼らの  

 追いかける（nachfolgen） 

祝福されたるは、 

これより後、主にあって死ぬ者たち。 

そうだ、と聖霊たちは言います。 

彼らは労苦から解き放たれて安らぎを得る。 

なぜなら彼らの成したことはその後についていくからである、と。 

（ヨハネ黙示録 14:13） 

 

※Arbeit は解放されるべき労苦、Werke は成果として残る働き。「死を通じ、魂は（第１曲等で描かれる）労苦から解き

放たれて天の国で安らぎを得る。その後に、生前に成したことによって神からの報いがある」といった意味合い。
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